
》

も

参
鑑
懸
懸
聯

灘

、、

募
郷
ー
飽
繁
蜀
ー
ー
羅

召和50年5月10日発

　　第186号
度頸城郡松代町公民

官長　関　谷　昭

匡話　松代　301

印刷　松代印刷所

　
　
岬
ー
礫
瀬
庫
ー
ー
紘

　
第
八
回
統
一
地
万
選
挙
の
最

終
ラ
ウ
ン
ド
の
一
つ
で
あ
り
、

身
近
な
町
議
会
議
員
を
選
ぶ

「
松
代
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
」

の
投
票
は
、
四
月
二
十
七
日
．

な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
ら
れ
た

天
候
の
な
か
で
．
町
内
和
ケ
所

の
投
票
所
に
お
い
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
の
有
権
者
に
対
す
る
投

票
者
は
次
の
と
お
り
で
、
投
票

率
は
％
・
U
％
で
し
た
。

　
　
0
内
有
権
者
数

男投票者数
　　2，712名
　　（2，839名）
　投票率　95．5乙％

女投票者数
　　2，943名
　　（5，045名）
　投票率　96．71拓

計投票者数
　　5，655名
　　（5，882名）
　投票率　96．¶4％

■
ま
た
、
関
票
は
即
日
午
後
七

時
四
十
分
か
ら
町
役
場
四
階
第

－
会
議
室
に
お
い
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
候
補
者
別
の
得
票
は
別
掲
の

と
お
り
で
、
市
川
璋
次
氏
は
三

九
五
票
で
三
期
連
続
最
高
得
票

当
選
を
果
し
ま
し
た
。

S
々
・
4
・
2
8
選
挙

　
①
市
川
璋
次
氏
　
三
五
三
票

　
②
小
堺
盛
一
氏
　
二
六
〇
票

　
③
佐
藤
政
行
氏
　
二
五
九
票

S
4
6
・
4
・
2
5
選
挙

　
①
市
川
璋
次
氏

三
六
八
票

　
②
小
堺
又
七
氏
　
三
二
九
票

　
③
富
沢
恭
松
氏
　
二
九
〇
票

　
な
お
、
新
議
会
の
構
成
は
、

再
選
九
名
新
当
選
十
三
名
に
な

り
ま
し
た
。

n（



（2）

町議会議員選挙候補者別得票

氏　　　名 得票数
市　川　璋　次 当選　395
富沢　恭　松 〃　　288

村　山　義郎 〃　　260

小　山　政一 〃　　256

石野　英二 〃　　251

柳　　　幸　雄 ”　　245

小　堺　又　七 〃　　240
関　谷　達　治 〃　　2ろ9

小　堺盛　一 ”　　238
秋　山　智　義 ”　　230

井　上政　喜 ”　　227

柳　　　晴　二 〃　　227

中　村俊　正 〃　　226
小野島　正　守 〃　　222
関　谷　太　平 ”　　222
室　岡　忠　俊 〃　　209
村　山　寿平次 ”　　205

小　堺　長　平 〃　　199
柳　　　茂　雄 〃　　196
柳　　　政　喜 〃　　195

若　井　博　弥 〃　　188

柳　　　庄　一 〃　　175

高　橋　忠平 次点　170
山　岸丈孔 168
牧　田　忠　左 152

議
長
に
市
川
璋
次
議
員

昭
和
5
0
年

松
代
町
議
創
第
一
回
臨
時
会
か
ら

　
改
選
後
初
の
招
集
で
あ
る
町
議
会
（

昭
和
50
年
第
一
回
臨
時
会
）
は
五
月
六

日
開
催
さ
れ
、
議
長
選
挙
を
含
む
質
件

に
つ
い
て
選
挙
・
付
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
長
選
挙
は
小
野
島
正
守
臨
時
議
長

の
進
行
で
行
な
わ
れ
、
市
川
璋
次
議
員

が
臼
票
で
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
第
一
回
臨
時
会
で
の
主
な
案

件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
（
◎
印
当
選
を
示
す
。
）

選
挙
第
一
号
　
議
会
議
長
の
選
挙
に
つ

　
　
　
　
　
い
て

◎
市
川
璋
次
議
員
　
　
得
票
数
　
餌
票

　
小
野
島
正
守
議
員
　
　
〃
　
　
－
票

選
挙
第
二
号
　
議
会
副
議
長
の
選
挙
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

◎
小
堺
又
七
議
員
　
　
得
票
数
　
勿
票

　
柳
幸
雄
議
員
　

〃
　
¶
票

選
挙
第
三
号
　
松
代
町
外
一
ケ
町
伝
染

　
　
　
　
　
病
舎
組
合
議
会
議
員
の
選

　
　
　
　
　
挙
に
つ
い
て
。
　
（
定
数
5

　
　
　
　
　
名
）

　
　
　
　
　
璋
次
議
員

◎
市
川

◎
小
堺

◎
関
谷

◎
小
堺

◎
小
野
島
正
守
：E盛達又
子一治七
〃　〃　〃　躍

選
挙
第
四
号
　
東
頸
城
郡
ご
み
処
理
施

　
　
　
　
　
設
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
　
に
つ
い
て

　
◎
市
川
璋
次
議
員

選
挙
第
五
号
　
町
議
会
常
任
委
員
会
委

　
　
　
　
　
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
●
印
委
員
長
・
○
印
副
委
員
長
）

　
総
務
・
文
教
常
任
委
員
会

　
　
●
小
野
島
正
守
　
○
井
上
政
喜

　
　
　
小
山
政
一
　
関
谷
太
平
　
村
山

　
　
　
義
郎
　
市
川
璋
次

　
社
会
常
任
委
員
会

　
　
●
中
村
俊
正
　
○
柳
幸
雄

　
　
　
柳
茂
雄
　
秋
山
智
義
　
小
堺
長

　
　
　
平
　
石
野
英
二

　
建
設
常
任
委
員
会

　
　
●
富
沢
恭
松
　
○
若
井
博
弥

　
　
　
柳
庄
一
　
村
山
寿
平
次
　
室
岡

　
　
　
忠
俊

　
産
業
経
済
常
任
委
員
会

　
　
●
小
堺
盛
一
　
〇
関
谷
達
治

　
　
　
柳
晴
二
　
柳
政
喜
　
小
堺
又
七

報
告
第
一
号
　
常
任
委
員
会
委
員
長
及

　
　
　
　
　
び
同
副
委
員
長
の
選
任
に

　
　
　
　
　
つ
い
て

lj投票率

　
　
前
記
●
印
○
印
の
と
お
り

決
定
第
一
号
　
議
席
の
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
H
　
省
　
略
　
H

議
第
一
号
　
町
監
査
委
員
の
選
任
同
意

　
　
　
　
に
つ
い
て

　
　
小
野
島
正
守
議
員
並
び
に
松
代
柳

　
芳
治
氏
を
選
任
す
る
こ
と
を
同
意
）

議
第
二
号
　
町
消
防
委
員
の
選
任
同
意

　
　
　
　
に
つ
い
て
。
　
（
任
期
二
年
）

　
　
富
沢
恭
松
議
員

　
　
柳
　
晴
二
〃

　
　
関
谷
達
治
”

議
第
三
号
　
　
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

　
　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
八
五
二
万
円

　
を
追
加
し
、
予
算
総
額
十
億
八
千
八

　
五
二
万
円
と
す
る
も
の
。

　
　
内
訳
　
H
　
歳
入
、
松
代
大
島
線

　
改
良
事
業
国
庫
補
助
金
増
四
五
二
万

　
円
・
全
改
良
事
業
町
債
四
〇
〇
万
円
。

　
歳
出
　
道
路
改
良
費
七
七
八
万
円
．

　
予
備
費
七
四
万
円

議
第
四
号
　
町
農
業
共
済
条
例
の
一
部

　
　
　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
　
　
　
つ
い
て

　
　
家
畜
共
済
の
共
済
掛
金
率
の
改
正

駆 票率 五

1 9484％ 松代　　田を除く

〃　2 9＆66 ’平

〃　3 96．30 ・云沢

〃　4 9＆04 。山

〃　5 91．55 池尻
〃　6 9748 小屋丸・　の
〃　7 98．02 山

〃　8 9G83 海　・　山
〃　9 9τ40
〃10 100．00 沢
〃11 a6 ・仙

〃1 59 ・小

〃1 96．6 日

〃14 9611 田・諏訪峠・・畑

〃15 9＆21 あざみ
〃16 9674 田

〃1 9τ84 刈・田’

〃1 8τ50 福島
〃1 96．0 艮　・

〃20 ＆ 田、

〃　1
．6

峠
〃22 9＆05 年

〃23 94．97 小荒戸・太平・新田
〃　4 94．74

〃25 99．16 島・中子
〃26 94．44 平

〃27 8444
、

〃28 9773 所

〃29 10α00 桐山

〃30 10α00 小

町平均 9614



獺
難
嚢
蘭
嚢
難
鴨

粗

低
額
の
十
年
年
金
受
給
者
は

七
〇
歳
に
な
れ
ば
老
齢
福
祉

年
金
を
う
け
ら
れ
ま
す
か

①
国
民
年
金
の
十
年
年
金
の
受
給
者

　
の
な
か
に
は
、
保
険
料
の
免
除
を
う

　
け
た
期
間
が
長
い
た
め
に
老
齢
福
祉

　
年
金
よ
り
年
金
額
が
低
い
人
が
お
り

　
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、

　
七
〇
歳
に
な
っ
た
ら
老
齢
福
祉
年
金

　
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

　
う
か
。

②
十
年
年
金
を
六
五
歳
に
な
る
前
に

　
繰
上
げ
支
給
を
ろ
け
て
い
る
た
め
．

　
老
齢
福
祉
年
金
よ
り
年
金
額
が
低
い

　
ば
あ
い
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か

答
老
齢
福
祉
年
金
は
、
七
。
歳
に
達

　
　
し
た
と
き
又
は
、
六
五
歳
以
上
で

二
級
以
上
の
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に

拠
出
制
の
老
齢
年
金
の
支
給
を
う
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
限
り
支
給
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
．
ご
質
問
の
ば
あ
い
に
は
、
①
及
び

②
の
い
ず
れ
の
ば
あ
い
と
も
拠
出
制
の

老
齢
年
金
を
う
け
ら
れ
ま
す
（
十
年
年

金
は
拠
出
制
の
老
齢
年
金
で
す
。
）
の

で
、
そ
の
人
が
七
〇
歳
に
達
し
た
と
し

て
も
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
を
う
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
拠
出
制
の
老
齢
年
金
の
受

給
者
が
七
〇
歳
に
達
し
た
と
き
又
は
六

五
歳
以
上
で
二
級
以
上
の
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
に
お
い
て
、
そ
の
老
齢
年
金

の
額
が
老
齢
福
祉
年
金
の
額
よ
り
低
額

で
あ
る
ば
あ
い
に
は
、
そ
の
年
金
額
を

増
額
改
定
し
、
老
齢
福
祉
年
金
と
同
額

の
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
こ
で
ご
質
問
の
①
の
ば
あ
い
に
は

七
〇
歳
に
達
し
た
と
き
か
ら
老
齢
福
祉

年
金
と
同
額
の
十
年
年
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
②
の
ば
あ
い
に
は
、
繰
上
げ
支
給
を

ろ
け
な
い
で
六
四
歳
か
ら
支
給
を
う
け

る
と
し
た
ば
あ
い
の
十
年
年
金
の
額
が

老
齢
福
祉
年
金
の
額
よ
り
低
額
で
あ
る

と
き
は
、
七
〇
歳
に
達
し
た
と
き
か
ら

老
齢
福
祉
年
金
の
額
に
相
当
す
る
額
か

ら
繰
上
げ
支
給
に
よ
る
減
額
分
を
差
し

　難難

引
い
た
額
に
増
額
改
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
繰
上
げ
支
給
を
う
け
な
い

で
六
五
歳
か
ら
支
給
を
受
け
る
と
し
た

ば
あ
い
の
十
年
年
金
の
額
が
老
齢
福
■
祉

年
金
の
額
以
上
で
あ
る
と
き
に
は
、
た

と
え
現
実
に
支
給
を
う
け
て
い
る
年
金

額
（
繰
上
げ
支
給
に
よ
る
減
額
分
を
差

し
引
い
た
額
）
が
老
齢
福
祉
年
金
の
額

よ
り
低
額
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の

年
金
額
の
増
額
改
定
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド

と
は
？

　
　
一
昨
年
の
国
会
で
国
民
年
金
法
が

答
改
正
さ
れ
・
年
金
の
額
が
約
二
倍

に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
物
価
が
大
幅
に
上
昇
す
れ

ば
、
年
金
の
額
の
実
質
的
な
価
値
が
そ

れ
だ
け
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
物
価
に
応
じ
て
年
金
額

を
改
定
す
る
制
度
が
新
し
く
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
制
度
が
”
物
価
ス
ラ
イ

ド
制
”
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳

し
く
説
明
し
ま
す
と
．
物
価
の
変
動
に

つ
い
て
は
、
総
理
府
統
計
局
か
ら
全
国

消
費
者
物
価
指
数
が
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
年
度
平
均
の
指
数
が
五
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
変
動
し
た
と
き
に
．
そ

の
変
動
割
合
に
応
じ
て
年
金
額
を
改
定

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
四
八
年
度
平
均
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
が
昭
和
四
七
年
度
平
均
に
比

較
し
て
一
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
し

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
年
金
額
を
一
六

．
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
同
率
で
増
額
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
の
改
定
時
期
（
毎
年
一
月
）
に
つ

い
て
は
、
　
一
昨
年
末
か
ら
の
異
状
な
経

済
情
勢
も
あ
っ
て
．
昨
年
の
国
会
で
、

特
例
と
し
て
．
四
ヵ
月
繰
り
上
げ
て
九

月
分
か
ら
実
施
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し

た
。　

こ
の
よ
う
に
、
物
価
ス
ラ
イ
ド
と
言

う
の
は
、
例
え
ば
お
米
一
俵
が
一
万
二

千
円
し
て
い
た
の
が
、
五
年
後
に
二
万

に
な
れ
ば
．
そ
の
時
は
国
民
年
金
も
そ

れ
に
見
合
っ
た
増
額
が
な
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

保
健
婦
に
よ
る

一
、
　
日
時

二
、

三
、酉

健

毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場
所
　
役
場
保
健
室
（
一
階
）

　
　
正
面
玄
関
か
ら
入
ら
ず
、
左

　
　
側
の
職
員
玄
関
か
ら
入
る
と

　
　
斜
左
向
う
に
見
え
ま
す
。

妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
児
童
、
青
年

壮
年
、
老
人
に
至
る
ま
で
す
べ
て

の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。相

談
当
日
は
、
保
健
婦
が
保
健
室

に
詰
め
て
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
室
に
は
、
保
健
婦
が
居
る
だ

け
で
あ
と
誰
れ
も
居
ま
せ
ん
し
、

康

目
　
炎

壬
丁
　
　
曇
ロ

役
場
の
保
健
室
で

五
、

六
、

七
、

職
員
玄
関
か
ら
入
る
と
直
ぐ
で
す

の
で
、
誰
に
も
合
わ
ず
に
入
い
れ

ま
す
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
か
ら
お

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。

電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
の
場
合
は
、
一
番
を
申
込
ん

で
役
場
の
交
換
が
出
た
ら
内
線
の

二
七
番
（
又
は
保
健
室
）
と
言
っ

て
下
さ
れ
ば
保
健
婦
が
出
ま
す
。

相
談
日
以
外
で
も
保
健
婦
が
役
場

に
居
る
時
は
い
つ
で
も
相
談
に
応

じ
ま
す
。
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歯
科
差
額
間
題
に
関
す
る

　
　
苦
情
相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て

　
最
近
に
お
け
る
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
及

び
新
聞
の
報
道
に
よ
り
歯
科
診
療
に
か

、
る
苦
情
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と

は
既
に
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
左
記
の
と
お

り
相
談
業
務
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
窓
ロ
限
り
で
処
理
の
困
難
な
事
例
に

つ
い
て
は
県
の
苦
情
処
理
相
談
窓
口
と

の
連
絡
を
密
に
し
実
情
把
握
に
努
め
ま

す
。　

　
　
　
　
記

苦
情
相
談
窓
口

　
　
役
場
社
会
課
国
民
健
康
保
険
係

　
　
　
　
　
　
　
電
話
　
松
代
局
一
番

業
務
開
始
　
昭
和
五
十
年
四
月
一
日
よ
り

活
権
の
侵
犯
、

題

そ

の

他
お

困
り　（4）

の

問

佐
藤
秀
雄
　
松
代
　
少
林
寺

Q◎

●7＝3

保
険
で
歯
科
治
療
を
受
け
る
方
へ

　
保
険
で
歯
科
治
療
を
受
け
よ
う
と
す

る
と
き
は
．
保
険
を
扱
（
て
い
る
歯
科

医
院
の
窓
口
に
保
険
証
を
提
出
す
れ
ば

通
常
必
要
と
す
る
治
療
は
し
て
も
ら
え

ま
す
。

一
、
差
額
負
担
治
療

　
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
金
や
白
金
や

　
特
殊
な
材
料
を
使
用
し
て
歯
の
治
療

　
を
受
け
る
制
度
を
設
け
て
あ
り
ま
す
。

二
、
差
額
負
担
治
療
の
範
囲

ア
、
金
合
金
、
白
金
加
金
、
特
別
製
の

　
陶
材
を
使
用
し
て
、
つ
め
た
り
．
か

　
ぶ
せ
た
り
、
入
れ
歯
を
入
れ
た
り
す

　
る
場
合
。

イ
、
義
歯
床
の
床
の
部
分
を
金
属
で
作

　
っ
た
入
れ
歯
を
入
れ
る
場
合
。

ウ
、
欠
損
歯
が
三
歯
以
上
の
ブ
リ
ッ
ジ

　
を
入
れ
る
場
合
。

上
記
の
差
額
負
担
治
療
を
受
け
る
場
合

に
は
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
用
い
、
ど

の
よ
う
な
治
療
を
受
け
る
か
ど
の
程
度

の
費
用
の
負
担
を
す
る
こ
と
に
な
る
の

か
等
に
つ
い
て
歯
科
医
師
と
十
分
話
し

合
う
こ
と
が
肝
要
で
す
。

　
ま
た
、
歯
科
医
師
は
患
者
さ
ん
の
求

　
め
に
応
じ
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と

　
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な
場

　
合
は
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

三
、
保
険
で
で
ぎ
な
い
治
療
等

　
健
康
保
険
等
は
、
疾
病
負
傷
に
対
し

　
給
付
を
行
ろ
保
険
で
す
か
ら
左
記
の

　
よ
ろ
な
事
例
に
つ
い
て
は
給
付
で
き

　
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
．
健
康
診
断

イ
、
歯
並
び
を
治
し
た
り
美
容
を
目
的

　
と
す
る
も
の

ウ
　
虫
歯
の
予
防

昂蹴∠

㊧6し

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

四
月
受
付
分
（
受
付
順
）

淳
つ
え
濃

お
め
で
と
轟
髄

柳
　
裕
・
柳
　
秋
江
　
千
年
　
仁
七

米
持
熊
夫
・
牧
田
菊
江
　
室
野
た
ぜ
ん

離磐関
谷
直
轟
講
子
長
男
松
代
熊
佐

高
橋
学
夫
肇
イ
ニ
男
鱗
門

村
松
智
恵
轟
嶺
ノ
ニ
女

本
柳
哲
巌
醜
梛
二
男

儀
明

よ
し
ん

仙
納
鉄
京

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

気
軽
に
．
こ
相
談
を

　
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
万
が
法
務
大

臣
よ
り
再
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障
さ

れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し
、
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
次
の

問
題
で
お
困
り
の
万
は
、
無
料
か
つ
他

に
も
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
安
心
し
て
お
気
軽
に
そ
の
自
宅
へ

相
談
に
お
出
掛
け
下
さ
い
。

富
沢
作
次

関
谷
音
松

鈴
木
幸
吉

小
堺
輝
繁

中
沢
ナ
カ

八五八六六
二三三八三
オオオオオ

私
的
制
裁
、
人
身
売
買
．
村
八
分
、

教
育
を
受
け
る
権
利
の
侵
犯
、
強
制

圧
迫
、
酷
使
虐
待
、
差
別
待
遇
、
生

小
荒
戸
　
作
屋

松
代
　
栄
屋

松
代
　
寺
之
下

儀
明
　
長
之
助

木
和
田
原

　
　
ま
ん
ぞ
う

人ロのうごき
　（5月1日現在）

世帯数　　2，105（＋　4）
人口男　4，121（一　3）

　　女4，156（一51）
　　計8，277（一34）

出生　　4　　死亡　5
転入　54　　　転出87



（5）

／

届出順は抽せん

　　受付一番は柳政喜候補だった。
で
上

一4月20日（告示の日）午前8時ろ0分から
　町役場で立侯補者の受付が始まりました。
　受付け順を決めるための抽せん順を決める抽
　せんと2度にわたり抽せんが行なわれます。

つ
下
一くじ運よく1番で受付する柳政喜候補

↓

届出は終った

　「サァー　行こう」

　　元町職員の2候補

「
オ
ー
．
い
そ
が
し
い
」

　
　
　
　
裏
万
さ
ん

　
受
付
を
前
に
準
備
に
大
わ
ら
わ
の

　
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
…
㎜
↑
i



　運動員．縁者等、200人近く集まったのでないだろっか・？

↑　午後11時すぎに開票事務は終了し当落が決った・

　　　　　　　　　　　　　　1

齢1’

）

犠・

　　．鷺

　欝覇

↑　　
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ

　
　
　
「
ウ
ン
ー
　
こ
こ
が
良
い
」

騨
　
　
ポ
ス
タ
ー
は
り
の
三
マ

⑥

州投票を呼びかける市川・富沢両候補



”
成
人
お
め
で
と
う
”

　
　
　
　
　
　
　
　
五
月
十
目
に
挙
式

　
町
の
成
人
式
は
恒
例
の
五
月
十
日
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
挙
式
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
は
午
前
η
時
か
ら
行
な
わ
れ
．
教
育
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
町
長
・
議
会
議
長

ほ
か
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
、
成
人
者
代
表
祝
辞
の
あ
と
記
念
撮
影
・
会
食
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
と
続
き
、
楽
し
く
お
め
で
た
い
一
日
で
し
た
。

　
ま
た
、
記
念
品
と
し
て
爪
切
り
・
写
真
ア
ル
バ
ム
・
記
念
写
真
（
カ
ラ
ー
）
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
の
将
来
を
担
わ
れ
る
新
成
人
の
万
々
の
お
名
前
は
次
の
と
お
り
で
す
。

成
人
さ
れ
た
人
“
敬
称
略
H

松
　
代

千下田太小
　　　　荒
年山沢平戸

清会

水沢

蓬
　
平

犬
　
伏

孟
　
地

滝
　
沢

石
ロ
　
丈
夫
・
相
沢

高
橋
　
悦
雄
・
鈴
木

鈴
木
　
　
豊
・
関
谷

五
十
嵐
正
史
．
鈴
木

鈴
木
　
昌
芳
・
中
村

関
谷
　
嘉
正
・
柳

関
谷
美
代
子
・
高
橋

鈴
木
由
紀
子
・
相
沢

関
谷
し
ず
子
・
関
谷

市
川
美
智
子

関
谷
の
り
子

相
沢
　
光
恵

樋
口
已
代
子

山
智
　
清
次

富
沢
利
栄
子

佐山小松小小中秋万柳佐若宮市市
藤本島山堺堺村山羽　藤月沢川川

則洋裕佳光昌正光広
子子子嗣夫昭利明一

・
市
川
八
重
子

・
関
谷
　
有
子

・
若
井
　
紀
子

・
菅
井
　
幸
子

久
子

　
勇

　
茂

義
夫
・
柳

和
男
・
西
万

保
子

正
夫

秀
一
・
秋
山

一
郎

賢
一
・
小
堺

夏
枝

峰
夫
・
山
本

浅
夫
・
若
月

一
男
．
若
月

堅
一

睦豊
子栄

慶
一

増
雄

利正陽
信美一一

患者輸送車運行時間表

竹室儀蒲寺田仙苧

所野明生田代納島

木
和
田
原

柳
　
ゆ
み
子

池
田

若
月

山
岸

山
岸

小
堺

佐
藤
代
枝
子
・
小
堺

佐
藤

　
中
沢

　
正
・
室
岡
　
　
正

義
春

義
広
．
井
上
　
　
徹

賢
一
・
中
沢
日
出
子

英
俊

　
　
　
　
　
　
久
子

敏
子

　
正
敏

車 一
一
日

部落名 役場前発 終点発 途中下車場所 役場前到着

癒各

顧

月
水
金

海老・東山
8．30 910 松代病院前

大正医院前
950

1ろ．00 1540 て4．20

小
型
　
マ
ィ
ク
　
ロ
　
バ
　
ス

月

滝沢片桐山
8．30 900

松代病院前
950

1500 1530 14．00

田　　　代
930 950

大正医院前
10．10

14．00 14．20 14．40

水

田　　　代
8．30 8．50

大正医院前
910

1ろ．00 15．20 1ろ．40

滝沢片桐山
910 9ろ0

松代病院前
10．10

15．40 14．10 14．40

金

滝沢片桐山
8．ろ0 900

松代病院前 950
1ろ．00 1ろ．50 14．00

田　　　代
950 950

大正医院前
10．10

14．00 14．20 14．40

火
木

小貫あざみ平
8．ろ0 900 室岡医院前

大正医院前
松代病院前

950

1500 1乙．40 14．10

今
年
の
患
者
輸
送
車
の
運
行
は

海
老
・
東
山

滝
沢
・
片
桐
山

田
代

小
貫
・
あ
ざ
み
平

4地区へ

　
た
だ
い
ま
．
患
者
輸
送
車
が
次
の
計

画
の
と
お
り
運
行
し
て
い
ま
す
か
ら
．

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
　
祝
祭
日
に
あ
た
る
と
き
は
運
行
い

　
た
し
ま
す
。

◎
　
都
合
に
よ
り
多
少
時
間
ズ
レ
が
あ

　
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
　
休
止
の
と
き
．
時
間
変
更
の
と
き

　
は
部
落
放
送
で
連
絡
さ
れ
ま
す
。

◎
　
燃
料
費
と
し
て
．
　
一
回
の
乗
車
に

　
一
〇
〇
円
を
丁
戴
い
た
し
ま
す
。

こ
の
本
を
読
み
た
い

　
　
あ
な
た
の
希
望
を
申
し
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い

　
公
民
館
で
は
昭
和
5
0
年
度
購
入
図
書

の
選
定
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
本
を
読
み
た
い
」
あ
な
た
の

希
望
す
る
本
も
と
り
い
れ
て
購
入
い
た

し
ま
す
の
で
、
次
の
と
お
り
申
し
い
で

く
だ
さ
い
。
な
お
、
　
一
冊
一
、
五
〇
〇
円

以
上
の
本
は
特
別
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

幽
購
入
を
希
望
す
る
図
書
の

　
①
書
籍
名
②
著
者
名
③
発
行
社
名

Ω
期
限
と
万
法

　
①
昭
和
5
0
年
6
月
U
日
ま
で
。
　
（
日

　
　
曜
祝
日
を
除
く
）

　
②
紙
に
あ
な
た
の
氏
名
と
購
入
を
希

　
　
望
す
る
図
書
を
書
い
て
、
町
公
民

　
　
館
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
（
電
話
連

　
　
絡
も
可
。
た
だ
し
、
午
前
九
時
か

　
　
ら
午
後
五
時
ま
で
）

（7）
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鱒
韓
麟
購

鱒
輪
審
韓

鯉
韓
購
輪

癖
嚇
鱒

辮轡
　
　
韓

　
　
鞭

犯
罪
や
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
安
塚
警
察
署

春
先
は
犯
罪
や
事
故
が
発

欝灘麟（F、鞘
　
　
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
特

　
幕
に
農
繁
期
で
留
守
に
し
た
り

・
．
　
老
人
や
子
ど
も
を
残
し
て
農

　
韓

　
繋
耕
に
で
る
日
が
多
く
な
り
ま

　
　
す
。

　
　
　
と
な
り
近
所
み
ん
な
で
注

融
意
し
合
い
犯
罪
・
事
故
防
止

　
繋
を
心
が
け
無
難
に
す
ご
し
ま

職
　
　
　
。

　
ノ
し
ょ
う

辮
働
鞭
ど
ろ
ぽ
う
の
被
害
防
止

轡
轟
癖
嚇

癬
韓
韓
韓
o
　
寝
る
と
き
、
外
出
す
る

轡
総
舞
舞
　
と
き
は
カ
ギ
を
忘
れ
ず
に
。

　
》
ー
｝
》
ー
♂
1
》
ー
》
ー
》
1
》
ー
》
ー
》
ー

　
　
　
　
　
を

　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
㌔

　
　
　
　
　
ヤ

〃
、
つしょ黙青年学級に参加しま

　昭和50年度町中央青年学級を次の計画で開設いたします・

　松代町に居住されている青年はどなたでも参加できますから積極的に出席してくださ

お待ちしています。

くわしい照会は、公民館（電話ろ0¶番）へどうぞ・

o
　
多
額
の
現
金
や
貴
重
品
は
、
な
る

　
ぺ
く
家
に
お
か
な
い
。

o
　
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
隣
同

　
志
の
た
の
み
合
い
を
。

o
　
も
し
被
害
に
あ
っ
た
ら
．
す
ぐ
警

察
に
届
け
る
。

子
ど
も
の
水
死
・
火
あ
そ
ぴ
防
止

o
　
子
も
り
を
す
る
と
き
は
、
子
供
か

　
ら
目
を
離
さ
な
い
。

○
　
附
近
の
用
水
．
小
川
・
池
な
ど
、

　
危
険
な
場
所
に
は
予
防
措
置
を
。

○
　
危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
ど

　
も
を
見
か
け
た
ら
一
声
注
意
し
て
や

　
め
さ
せ
る
。

Q
　
マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
な
ど
、
子
ど

　
も
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
お
く
。

o
　
暴
行
・
傷
害
．
ゆ
す
り
．
た
か
り

　
お
ど
し
な
ど
を
受
け
た
と
き
は
、
泣

　
き
寝
入
り
し
な
い
で
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o
朝
・
夕
の
犬
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散
歩
も
綱
を
つ
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手
に
し
っ
か
り
と
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o
　
犬
の
放
し
飼
い
は
処
罰
さ
れ
ま
す
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つしい贈俵は、1ム民期曳電‘敢ou量往「ノ▼￥こノてo　　　　　　　　　　　　　　　　幸ギ

　　　　　　　　　　中央青年学級学習計画　　　　鰭
1数　 月日　　学習主題　　　　　　学　　習　　内　　容　　　　　　｝れ
　　　　　　　　　　　　　　　学級開設の説明及び話し合い　　　　　鞭
1回5／21謬ク鐸義施レ名：甘宿。ざ，9二。。2。：。。2、二。。22：。。幹

　　　　　　　　　　　　　　　　蓼辮シ写雇講鶉・クリ・一シ・ン　1暴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　｝力
　　　　　　　　　　　　　　　好きな流行歌はどんなものか実際に聞き傾向を話し合っ　　｝

・回y28難覧2いて∫辮購、錨勤画甚克董い　」フオ叢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　羊

・回41囎轟、畏①0舞鰹講響藷し合・交歓会打合せ（万法／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
4回6緬交歓会高柳町青年との文化面で川西浦川原の各町村　　羊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　｝

・回γ・灘、鍵1驚難灘響騨麗鞭附
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
6回7泌町政について　第5回で乱合ったことについて講師の乱をきく　羊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
7回　　　　　キ　ャ　ン　プ　　経費自己負担　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

8回創6灘碧につい酵禦劣て震轟習　　　1
9回9／て。エチケット日常生活でのマナ遭郭フィルムフーラム　羊
¶。回1ヴ1反省会これまでの学習の反省及び　希望　　1、

咽1的・パレ＋ル大会地域報・職場チーム対抗　　　　　羊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
※　時間は毎回午後7時30分から午後10時まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y
※　会場は未定、その都度決定いたしますので5日前に公民館（電話乙01番）にご照会ください・｝
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回数 月　日 学習主題 学　　　習　　　内　　　容

第1回 5／21
調　理　講　習
レ’クリエーションτ大会

17：00　　18：00

学級開設の説明及び話し合い
し／クリェーション
　　　　　　　　19二〇〇　　　20：00　　　2劉二〇〇　　　22：00

調理講習……女子
レクリエーション準備男子

会食
説明

レクリエーション

第2回 5／28
流行歌について
考えて見る

好きな流行歌はどんなものか実際に聞き傾向を話し合う
（自分の好きなレコード持参）　o「若い心の詩」フオ
ーク歌手長谷川きよしの記録映画を見て

第ろ回 6／11 婚前学習①
結婚について

o男の結婚感・女の結婚感？
結婚とはどういうものか話し合ろ交歓会打合せ（万法

　プログラムの作成）

第4回 6／25 交　　歓　　会 高柳町青年との文化面で川西　浦川原の各町村

第5回 Z／9 婚前学習②
遺伝1こついて

o遺伝及び性病などの結婚後の家庭医学について講議受ける・
o町政について若者の住みよい町にするにはどろしたら
　よいか自分達だけで話し合ろ・

第6回 7／25 町政について 第5回で話し合ったことについて講師の話しをきく

第7回 キ　ャ　ン　プ 経費自己負担

第8回 8／6 お盆行事につい
て考える

oお盆行事について考える。
oフオークダンス・民謡の練習

第9回 9／て0 エチケ　ッ　ト 日常生活でのマナーを学ぶ　フィルムフオーラム

第⑩回 10／1 反　　省　　会 これまでの学習の反省及び来年の希望

第刊回 1〔レ〆10 パレーボール大会 地域学級・職場チーム対抗


